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転
教
養
科
目
、
兼
修
・
選
択
制
か
ら
必
修
制
へ

－
東
京
師
範
学
校
の
教
育
課
程
（
明
治
六
年
～
一
一
年
）
の
分
析
I

畠

▼

　

　

　

　

　

ゐ

小

　

　

林

　

　

洋

　

　

文

転
教
養
科
目
の
履
修
－
師
範
型
教
育
課
程
へ
の
試
行
錯
誤
期

開
校
し
て
は
ぽ
一
年
後
の
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
半
ば
か
ら
、
師
範
学
校
の
授
業
内
容

は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
授
業
法
の
伝
習
を
主
と
し
な
が
ら
も
、
選
択
科
目
と
し
て
、
小
学
校
の
教

師
と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
・
専
門
教
養
科
目
も
教
授
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

一
般
敬
重
・
専
門
教
養
科
目
が
選
択
制
で
は
じ
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
l
八
七
八
年

（
明
治
〓
）
ま
で
の
五
年
間
に
、
そ
れ
ら
の
内
容
・
配
列
・
時
間
配
分
・
必
修
化
を
め
ぐ
っ

て
試
行
錯
誤
が
く
り
か
え
さ
れ
、
実
に
五
回
も
教
則
（
教
育
課
程
）
が
改
定
さ
れ
て
い
る
。

教
育
課
程
の
編
成
に
暗
中
模
索
す
る
こ
の
時
期
に
、
一
般
教
養
科
目
が
必
修
と
さ
れ
、
そ
れ

を
履
修
し
て
か
ら
授
業
法
を
習
得
す
る
と
い
う
教
則
の
パ
タ
ー
ソ
が
し
だ
い
に
成
立
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

拙
論
で
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
改
定
さ
れ
て
い
く
そ
れ
ぞ
れ
の
教
則
の
形
式
と
内
容
構
造
を
分

析
し
て
、
ど
の
よ
う
な
過
聾
を
経
て
師
範
学
校
独
自
の
教
育
課
程
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

さ
て
、
開
校
当
初
の
師
範
学
校
の
授
業
（
1
）
は
す
べ
て
授
業
法
の
伝
習
で
占
め
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
第
l
に
、
小
学
校
の
授
業
方
法
の
改
革
が
も
っ
と
も
切
実
な
課
題

で
あ
っ
た
こ
と
へ
の
応
急
の
処
置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
は
、
小
学
教
則
の
内

容
を
教
授
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
学
力
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
師
範
学
校
入
学
前
の
素
養
で

十
分
間
に
合
う
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
創
定
さ
れ
た
小
学
教
則
に
の
っ
と
っ
て
、
新
し
く
翻
訳
・
出
版
さ
れ
て
ぐ
る
教
科

書
を
用
い
て
、
附
属
小
学
校
の
生
徒
に
実
際
に
教
え
て
み
る
と
、
教
師
の
教
養
・
学
力
に
対
す

る
そ
の
よ
う
な
認
識
で
は
と
う
て
い
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
、
実
践
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
。
授
業
方
活
だ
け
学
べ
ば
そ
れ
で
小
学
校
の
教
師
は
勤
ま
る
、
と
い
う
具
合
に

は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

小
学
校
の
教
師
に
必
要
と
さ
れ
る
専
門
教
養
に
つ
い
て
、
『
文
部
省
第
l
年
報
』
（
明
治
六

年
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

抑
小
学
ノ
教
員
タ
ル
ヤ
必
ス
申
学
科
ノ
大
略
ヲ
通
暁
セ
サ
ル
可
ラ
ス
通
暁
セ
サ
ル
件
ハ
授

業
ノ
際
或
ハ
将
二
生
徒
ノ
叩
間
二
応
ス
ル
「
能
ハ
サ
ラ
ン
ト
ス
（
2
）

（
傍
点
、
引
用
者
）

こ
れ
は
、
教
師
に
求
め
ら
れ
る
学
力
観
の
変
化
を
示
し
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
指
摘
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
小
学
教
則
を
生
徒
に
わ
か
る
よ
う
に
教
え
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
小
学
教
則
に

指
示
さ
れ
て
い
る
小
学
校
用
教
科
審
程
度
の
水
準
内
容
を
学
ん
で
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

必
ず
「
中
学
科
ノ
大
略
」
に
通
暁
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
師
の
学
力
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
師
範
学
校

生
徒
の
学
力
・
教
養
の
問
題
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
当
時
の
生
徒
は
漢
文
に
於
て
こ
そ
小

学
校
の
教
師
た
る
べ
き
学
力
を
有
し
た
れ
、
其
の
他
の
諸
学
科
、
殊
に
泰
西
よ
り
新
に
輸
入
し

た
科
学
に
関
し
て
は
、
其
の
素
養
な
く
、
小
学
校
の
各
学
科
を
教
授
し
得
な
い
も
の
が
多
か
っ

た
」
（
3
）
の
で
あ
る
。

西
洋
の
近
代
科
学
の
教
授
能
力
を
備
え
る
に
は
、
従
前
の
教
則
で
は
即
応
で
き
な
い
。
教
則

の
内
容
の
改
訂
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
さ
れ
る
状
況
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
六
月
、
教
則
の
改
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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l
　
転
教
養
科
目
の
選
択
コ
ー
ス
Ⅱ
余
科
の
新
設

－
　
余
科
・
本
科
剰
（
明
治
六
年
五
二
ハ
月
1
七
年
三
月
）
1

日
　
本
科

創
立
以
来
、
単
科
制
、
す
な
わ
ち
授
業
法
を
伝
習
す
る
師
範
学
科
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
教
則
の
改
正
に
よ
り
、
師
範
学
科
を
「
本
科
」
と
「
余
科
」
の
二
つ
の
コ
ー
ス
に
分
け
る

こ
と
に
し
た
。

本
科
は
、
授
業
法
専
修
の
必
修
コ
ー
ス
で
、
余
科
は
、
本
科
を
学
ん
で
な
お
余
力
の
あ
る
者

に
「
更
二
一
層
高
尚
ナ
ル
課
業
」
（
4
）
を
教
授
す
る
選
択
制
の
コ
ー
ス
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。

ま
だ
こ
の
段
階
で
は
、
あ
く
ま
で
本
科
が
中
心
学
科
で
あ
っ
た
。

本
科
の
教
則
は
、
五
月
に
制
定
さ
れ
た
「
師
範
学
校
校
則
」
（
5
）
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
形
式
は
、
前
年
、
開
校
前
に
創
定
さ
れ
た
教
則
と
類
似
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は

さ
ら
に
一
歩
具
体
化
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
部
分
を
示
し
て
お
こ
う
。

一
生
徒
ヲ
上
下
二
等
二
分
ツ
事

一
上
等
生
ハ
教
師
ヨ
リ
小
学
教
則
・
授
業
ノ
方
法
ヲ
受
ク
へ
キ
事

一
下
等
生
ハ
上
等
生
ヨ
リ
業
ヲ
受
ク
へ
キ
審

l
　
上
等
生
粗
成
業
ノ
後
ハ
師
範
学
校
附
属
小
学
ノ
生
徒
ヲ
受
持
ツ
へ
キ
事

一
新
二
入
校
ス
ル
生
徒
ハ
轟
ク
之
ヲ
下
等
生
卜
為
シ
学
術
進
歩
二
由
リ
テ
上
等
生
ト
ナ
ス

へ
キ
事

（
以
下
省
略
、
ル
ビ
は
引
用
者
）

授
業
法
を
伝
習
す
る
本
科
は
、
御
雇
外
人
教
師
ス
コ
ッ
ト
（
M
．
M
．
S
c
O
露
）
が
引
き
続
き
担

当
し
て
い
た
。
こ
の
頃
、
ス
コ
ッ
ト
か
ら
生
徒
に
伝
習
さ
れ
た
学
級
〝
一
斉
授
業
法
〃
に
つ
い

て
は
、
当
時
出
版
さ
れ
た
以
下
の
よ
う
な
授
業
法
番
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
土
方
辛
勝

著
、
齢
髭
晋
『
諾
小
学
教
授
鎮
』
（
明
治
六
年
八
月
）
、
諸
富
借
澄
著
『
小
学
教
師
必
携
』

（
同
年
三
月
）
、
筑
摩
県
師
範
学
校
鰐
『
領
小
学
授
業
法
細
兎
』
（
明
治
七
年
）
、
舶
鮎
鮎
腱
緋

『
小
学
授
業
必
携
』
（
明
治
八
年
二
万
）
、
榊
語
調
・
安
場
正
房
著
『
小
学
授
業
要
論
完
』

（
明
治
八
年
五
月
）
、
山
下
厳
麗
編
『
小
学
授
業
法
』
（
不
明
）
、
析
競
冊
讐
印
雌
改
正
小
学
教
授

汝
』
（
明
治
九
年
八
月
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
に
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
序
文
で
、
東
京
師

範
学
校
（
あ
る
い
は
附
属
小
学
校
）
で
行
な
わ
れ
て
い
る
授
業
法
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
〔
な
お
、
『
日
米
文
化
交
渉
史
』
第
三
巻
（
宗
教
・
教
育
滞
）
、
（
一
九
五

六
年
、
洋
々
社
）
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
た
か
が
、
上
記
の
授
業
法

書
を
活
用
し
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
〕
。

目
　
余
科

本
科
で
授
業
法
を
学
ん
で
さ
ら
に
余
力
の
あ
る
者
が
履
修
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
余
科
の

教
則
は
、
蓑
1
（
6
）
　
の
と
お
り
で
あ
る
。

蓑
1

明
治
六
年
六
月
撰
定
学
科
（
余
科
）

初
等
l
級

算
術
地
理
書

字
義
論

初
等
二
級

代
数
幾
何
学

生
理
事

大
ロ
ピ
ソ
ソ
ソ

モ
ソ
テ
ー
ス

ロ

ピ

ソ

ソ

ソ

　

ユ

レ

メ

ソ

タ

リ

ー

マ
ー
ク
ス

カ

ッ

ト

ル

ス

本
国
歴
史

記

特

法

　

　

　

　

ぺ

ー

ソ

ソ

単

記

物

理

書

　

　

　

　

　

ス

チ

ー

ル

（ママ）

右
ヲ
一
ヶ
年
ノ
課
程
ト
ス
其
間
又
左
ノ
諸
科
ヲ
兼
習
ス

一

習

字

一
学
校
規
則

一
教
授
法

一

轟

法

一

作

文

一
制
度
法
令
　
　
　
　
但
シ
本
県
及
太
政
官

0

1
　
上
等
生
ハ
必
ス
初
等
生
ヨ
リ
進
ム
ル
キ
ノ
ニ
シ
テ
則
チ
初
等
教
科
書
中
ノ
諸
科
ノ

脊
取
試
験
及
ヒ
物
理
生
理
諸
科
論
辣
試
験
ヲ
受
ル
モ
ノ
ナ
リ

上
等
一
級

代
数
生
理
学

物
理
記
薄
法

複
記！

　

　

　

　

　

　

も
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上
等
二
級

一

算

術
幾
何
植
物
学

地
質
学

文
学
化
学

復
習
三

角

法

　

榔

量

グレー
オ
ー
レ
ソ

算
－
　
　
　
　
丘

（ママ）

右
ヲ
一
ヶ
年
ノ
課
程
ト
ス
其
間
又
初
等
規
則
ノ
如
ク
諸
科
ノ
学
術
ヲ
兼
習
ス
へ
シ
此
学
科

（ママ）

々
目
地
理
事
算
術
等
ノ
下
二
原
書
ノ
名
ヲ
記
入
ス
ル
ハ
直
二
之
ヲ
生
徒
二
学
ハ
シ
メ
シ
ニ

非
ス
当
時
我
邦
未
夕
至
当
ノ
詔
書
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
大
暑
之
二
該
ル
へ
キ
書
籍
ヲ
採
用
ス

ル
為
二
雇
教
師
ス
コ
ッ
ト
カ
其
標
準
ヲ
指
示
セ
シ
者
ナ
リ

余
科
の
修
業
年
限
は
二
年
で
、
一
年
日
を
初
等
、
二
年
目
を
上
等
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら

堅
一
級
に
分
け
て
、
各
級
を
六
ケ
月
と
し
て
い
る
。

余
科
教
則
の
内
容
を
l
括
し
て
、
当
時
の
文
献
は
「
更
二
一
層
高
尚
ナ
ル
課
業
」
（
7
）
、
「
普

通
教
育
：
要
用
ナ
ル
学
術
」
（
8
）
、
あ
る
い
は
「
普
通
学
」
（
9
）
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の

内
容
を
み
て
み
ょ
う
。

初
等
一
級
で
は
、
算
術
・
地
理
書
・
字
義
論
を
、
初
等
二
級
で
は
代
数
・
幾
何
学
・
生
理

書
・
本
国
歴
史
・
記
簿
法
・
物
理
春
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
間

に
、
習
字
・
学
校
規
則
・
教
授
汝
・
画
法
・
作
文
・
制
度
法
令
を
兼
修
す
る
。

初
等
課
程
を
修
了
し
て
上
等
課
程
に
進
学
を
希
望
す
る
者
は
、
小
学
校
教
科
書
の
範
囲
内
に

お
け
る
小
学
教
科
書
取
試
験
、
お
よ
び
物
理
・
生
理
な
ど
初
等
教
則
中
に
示
さ
れ
て
い
る
教
科

の
論
弁
試
験
（
口
頭
試
問
）
を
受
け
る
。

上
等
一
級
で
は
代
数
・
生
理
学
・
物
理
・
記
薄
法
、
上
等
二
級
へ
進
む
と
、
算
術
・
幾
何
・

植
物
学
・
地
質
学
・
文
学
・
化
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

各
科
目
の
下
に
記
入
さ
れ
て
い
る
著
者
名
あ
る
い
は
原
書
名
は
、
こ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
生
徒

に
学
ば
せ
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
当
時
の
我
が
国
に
は
ま
だ
適
当
な
翻
訳
書
や
教
科
書
が
な

か
っ
た
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
が
選
択
の
基
準
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

教
則
車
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
教
科
を
分
野
別
に
み
る
と
、
算
数
、
自
然
科
学
関
係
が
圧
倒
的

に
多
い
。
初
等
の
兼
修
教
科
を
除
く
初
等
か
ら
上
等
ま
で
の
教
科
数
は
一
九
あ
る
が
、
そ
れ
を

分
野
別
k
数
え
て
み
る
と
、
算
数
関
係
（
算
術
・
代
数
・
幾
何
）
が
六
つ
（
三
一
・
六
％
）
、
自

然
科
学
関
係
（
地
理
・
生
理
・
物
理
・
植
物
・
地
質
・
化
学
）
が
八
つ
（
四
二
・
一
％
）
、
そ
の

他
（
字
義
論
・
本
国
歴
史
・
記
薄
法
・
文
学
）
が
五
つ
　
（
二
六
・
三
％
）
で
あ
る
。
す
な
あ

ち
、
一
九
教
科
の
う
ち
一
四
教
科
、
全
体
の
七
三
・
七
％
を
算
数
・
自
然
科
学
系
の
教
科
が
占

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
記
簿
法
も
算
数
の
一
分
野
と
考
え
れ
ば
、
実
に
八
四
二
l
％
に
も
な

る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
教
師
が
、
一
般
に
算
数
・
自
然
科
学
系
の
教
科
の
教
授
力
量
が
不
足
し
■

て
い
た
た
め
に
、
と
り
わ
け
そ
の
系
統
の
教
科
の
比
重
を
重
く
し
よ
う
と
意
図
し
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
歴
史
学
・
漢
文
学
等
の
人
文
科
学
系
教
科
の
比
重
は
、
き
わ
め
て
小

さ
い
（
一
五
～
二
五
％
）
。
そ
の
理
由
は
、
た
ぷ
ん
当
時
の
生
徒
は
漢
文
学
系
統
の
素
養
は
豊
か

に
持
っ
て
お
り
、
こ
の
分
野
を
師
範
学
校
で
と
り
た
て
て
教
授
す
る
必
要
性
が
乏
し
か
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
初
等
一
・
二
級
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
そ
の
期
間
中
に
学

校
規
則
・
教
授
法
・
制
度
法
令
を
兼
修
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
日
我
々
が
教
職
教
養
と

称
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
諸
教
科
は
、
明
治
一
〇
年
代
以
降
の
師
範
学
校
に
お
い
て
は
ま
さ
に
中

核
的
な
存
在
で
あ
る
の
だ
が
、
ま
だ
こ
の
段
階
で
は
付
随
的
な
存
在
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、

師
範
学
校
の
教
則
に
教
職
教
養
が
初
め
て
登
場
し
た
と
い
う
意
味
で
は
画
期
的
な
こ
と
と
言
え

よ
う
。
制
度
法
令
と
い
う
の
は
、
「
但
シ
本
県
及
太
政
官
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
、
太
政
官
公
布
の
学
制
や
文
部
省
お
よ
び
各
府
県
に
お
い
て
出
さ
れ
る
諸
々
の
布
達

演
を
、
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
を
期
待
し
て
置
か
れ
た
教
科
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
お
い
て
、
新
設
さ
れ
た
余
科
の
教
則
の
内
容
を
分
析
し
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
実
際

に
は
、
こ
の
教
則
に
ょ
っ
て
ど
の
よ
う
な
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
教
師

（
ス
コ
ッ
ト
）
と
生
徒
の
間
に
立
っ
て
通
訳
を
つ
と
彗
自
ら
も
数
学
の
教
鞭
を
と
っ
て
い
た

坪
井
玄
道
が
、
の
ち
に
四
〇
1
五
〇
年
前
の
当
時
を
回
顧
し
て
そ
の
模
様
を
語
っ
て
い
る
の

で
、
長
い
け
れ
ど
も
紹
介
し
て
み
ょ
う
。

学
科
は
正
科
と
余
科
と
あ
り
、
正
科
と
い
ふ
方
が
ス
コ
ッ
ト
氏
の
授
業
で
、
英
語
と
算
術

を
教
へ
た
。
而
し
て
先
生
の
教
授
と
、
生
徒
の
質
問
と
を
私
が
通
訳
し
た
の
で
あ
る
。
余
科

は
物
理
、
化
学
、
国
語
、
漢
文
等
の
普
通
の
学
科
で
、
之
れ
は
日
本
の
教
師
が
多
く
は
翻
訳

書
を
用
ひ
て
教
授
し
た
（
望
。

其
の
時
分
の
学
科
と
今
日
と
で
は
丸
で
違
っ
て
い
て
、
今
日
で
は
自
分
す
ら
も
あ
ん
な
こ

と
で
あ
っ
た
か
と
思
ふ
位
ゐ
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
若
い
人
達
に
は
連
も
想
像
が
出
来
な
い

よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
、
学
科
と
云
っ
て
も
詰
り
読
書
が
専
務
で
あ
っ
て
、
数
学
と
云
ふ
や

う
な
こ
と
は
少
し
や
っ
た
が
、
現
に
私
が
其
の
時
分
に
数
学
の
先
生
を
し
て
居
っ
た
、
之
を

以
て
観
て
も
学
科
の
こ
と
は
大
概
分
か
る
、
文
物
理
化
学
な
ど
と
云
ふ
も
の
も
唯
書
物
を
読

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

ん
で
講
義
を
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
験
と
云
ふ
も
の
は
一
つ
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
…

（
中
略
）
・
・
・
物
理
と
か
化
学
と
か
数
学
と
か
云
ふ
や
う
な
学
科
に
付
い
て
は
生
徒
が
丸
で
初
心
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で
あ
っ
た
か
ら
其
の
教
授
に
付
い
て
は
生
徒
は
比
較
的
温
和
に
し
て
居
っ
た
が
、
漢
字
の
授

業
に
な
る
と
前
に
申
し
た
や
う
に
皆
一
廉
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
最
初
良
い
先
生
を
得
ら

れ
ぬ
勢
も
あ
っ
た
ら
う
が
、
始
終
生
徒
と
教
師
が
ご
た
ご
た
や
っ
て
居
っ
た
、
そ
れ
で
漢
学

の
先
生
は
幾
人
変
っ
た
か
知
れ
ぬ
程
変
っ
た
、
語
り
生
徒
が
漢
文
に
付
い
て
は
そ
れ
だ
け
進

ん
で
居
っ
た
結
果
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
、
他
の
物
理
と
か
化
学
な
ん
と
云
ふ
も
の
は
、
今

日
の
や
う
に
総
て
専
門
に
偉
い
人
が
研
究
し
実
験
し
て
や
る
の
で
は
な
く
、
唯
書
物
を
読
ん

で
其
の
講
義
を
聴
か
し
た
位
ゐ
で
あ
っ
て
、
今
日
か
ら
考
へ
る
と
実
に
可
笑
し
な
工
合
で
あ

っ
た
。
…
（
中
略
）
…
総
て
の
こ
と
が
幼
稚
で
あ
っ
た
、
現
に
学
校
長
が
二
十
五
歳
で
、
私
は

二
十
一
歳
で
通
弁
兼
先
生
で
あ
っ
た
か
ら
、
之
を
以
て
観
て
も
物
を
識
っ
て
居
る
程
度
が
何

の
位
ゐ
で
あ
っ
た
か
と
云
ふ
こ
と
が
能
く
分
っ
て
居
る
、
唯
新
し
い
こ
と
を
発
き
に
し
た
と

云
ふ
だ
け
あ
っ
て
却
っ
て
先
生
よ
り
も
生
徒
の
方
に
偉
い
人
が
あ
っ
た
位
ゐ
で
あ
り
ま
す

（11）。

（
傍
点
は
引
用
者
）

坪
井
の
こ
の
回
想
記
に
は
、
授
業
の
実
状
が
よ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
も
、
こ
れ
に
よ

る
と
、
教
則
ど
お
り
に
授
業
が
行
な
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
実
態
の
よ
う
で
あ

る
。
た
ぶ
ん
そ
れ
は
、
物
理
・
化
学
・
算
術
な
ど
の
教
科
を
十
分
に
教
授
で
き
る
教
師
が
師
範

学
校
転
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
た
と
い

「
唯
書
物
を
読
ん
で
其
の
講
義
を
聴
か
し
た
位
」
の
授
業
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
学

問
を
小
学
校
教
師
に
必
要
な
学
力
・
知
識
と
し
て
教
授
し
た
と
い
う
事
実
は
、
大
き
な
意
味
を

も
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
転
教
養
科
目
の
必
修
化

－
　
予
科
・
本
科
制
（
明
治
七
年
四
月
1
一
一
年
六
月
）
1

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
四
月
に
教
則
の
改
正
が
あ
り
、
前
年
六
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
た

余
科
（
採
択
）
・
本
科
制
は
廃
止
さ
れ
、
名
称
を
余
科
か
ら
予
科
に
改
め
て
こ
れ
を
必
修
と

し
、
予
科
・
本
科
と
い
う
制
度
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従
来
の
余
科
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
本
科
す
な
わ
ち
授
業
法
の
演
習
の
合
間
に
、
余
裕
の
あ

る
者
が
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
生
徒
全
員
が
、
予
め

小
学
校
教
師
と
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
学
科
（
予
科
）
を
修
め
、
予
科
を
修
了
し
て
後
に
本
科

へ
進
み
、
そ
こ
で
授
業
法
を
実
地
に
練
習
す
る
シ
ス
デ
ム
に
な
っ
た
。

一
般
教
養
・
専
門
教
養
を
履
修
す
る
予
科
を
必
修
に
し
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
授
業
法
の
伝

習
と
小
学
教
則
に
示
さ
れ
て
い
る
教
材
の
伝
授
に
終
始
し
て
い
た
従
来
の
教
則
か
ら
の
大
転
換

を
意
味
す
る
画
期
的
な
改
正
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

教
則
の
改
正
は
、
明
治
七
年
四
月
の
改
正
以
降
、
同
年
二
月
、
八
年
三
月
、
同
年
九
月

と
、
お
よ
そ
半
年
毎
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
主
な
改
正
点
は
、
予
科
・
本
科
と
い
う
制
度
の

枠
内
で
の
教
授
科
目
の
存
廃
、
時
間
数
の
増
減
な
ど
で
あ
る
。

九
年
四
月
に
中
学
校
教
員
養
成
の
中
学
師
範
学
科
が
併
設
さ
れ
た
。
一
〇
年
七
月
、
二
年
ぶ

り
に
小
学
師
範
学
科
の
教
則
が
改
正
さ
れ
、
修
業
年
限
が
二
年
か
ら
二
年
半
に
延
長
さ
れ
、
教

授
内
容
の
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
が
因
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
正
教
則
も
l
年
後
に
は
廃

止
さ
れ
、
新
た
な
原
理
に
ょ
っ
て
改
革
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

本
節
で
は
、
明
治
七
年
四
月
か
ら
一
〇
年
七
月
ま
で
の
教
則
の
変
化
と
そ
の
特
質
を
み
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

H
　
中
学
校
に
ほ
ぼ
対
応
し
た
科
目
と
内
容

－
　
明
治
七
年
四
月
改
正
の
教
則
1

明
治
六
年
一
〇
月
に
第
二
回
目
の
入
学
試
験
が
行
な
わ
れ
た
が
、
試
験
科
目
に
新
た
に
物
理

学
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
当
時
物
理
学
の
教
科
書
と
し
て
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た

『
物
理
階
梯
』
の
内
容
に
つ
い
て
の
口
頭
試
問
で
あ
っ
た
が
、
第
一
回
目
の
試
験
（
明
治
五
年
八

月
九
日
）
で
は
白
魚
科
学
系
統
の
科
目
は
全
く
無
か
っ
た
か
ら
（
1
2
）
、
こ
れ
以
降
に
入
学
し
て

く
る
師
範
学
校
生
徒
の
学
力
・
教
養
に
、
お
の
ず
か
ら
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
推
測
に
難
く
な
い
。

明
治
七
年
四
月
に
教
則
改
正
が
あ
っ
た
時
点
で
、
在
校
生
徒
総
数
九
六
人
、
そ
の
う
ち
五
二

人
は
六
年
一
〇
月
に
入
学
、
三
二
人
は
七
年
二
月
に
入
学
（
残
り
の
六
人
は
不
明
で
あ
る
）
。
生

徒
の
平
均
年
齢
は
お
よ
そ
二
三
歳
、
そ
の
う
ち
約
七
割
が
元
士
族
の
出
身
、
あ
と
の
三
割
は
平

民
で
あ
っ
た
（
1
3
）
。

開
校
当
初
か
ら
の
教
師
ス
コ
ッ
ト
と
校
長
諸
富
宿
澄
は
そ
の
ま
ま
在
職
中
で
あ
る
か
ら
、
今

回
の
教
則
改
正
も
た
ぷ
ん
二
人
が
中
心
に
な
っ
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

蓑
2
と
表
3
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
改
正
さ
れ
た
教
則
の
内
容
を
履
修
し
て
行
く
順
序
に

羅
列
し
た
の
が
蓑
2
、
そ
れ
を
表
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。

表
2
　
明
治
七
年
四
月
改
正
　
　
予
科
教
則

3

　

　

　

　

　

乳
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一

理

学

一

数

学

一

審

学

一

習

字

一

地

学

一

史

学

一

理

学

l
　
文
章
学

一

数

学

一

審

学

一

習

字

皇
朝
史
略

一
遇
六
時

ク
ユ
ッ
ケ
ソ
ボ
ス
氏
物
理
学

l
週
六
時

加
減
乗
除

比
例

第

　

三

　

級

輿
地
誌
暑

十
八
史
暑

化
学
入
門

警
章
軌
範

代
数

l

　

史

学

一
博
物
学

第

　

二

　

級

泰
西
史
鑑

理
学
摘
要

諸

等

　

　

分

数

開
平
　
　
開
立

一
過
三
時

同一
週
六
時

一
週
六
時

元
明
史
暑

l
週
三
時

一
週
三
時

一
週
六
時

一
週
三
時

同
一
週
六
時

酉
史
綱
記
　
　
萬
国
新
史

一
週
三
時

博
物
華
径

一
文
章
学
八
大
家
文
格

一

数

学

代

数

　

　

幾

何

一
授
業
法

一
遇
六
時

一
週
十
五
時

授
業
ノ
方
法
ヲ
授
ク

第

　

l

　

級

一
修
身
学

一
経
済
学

一
生
理
学

l
　
数
学

修
身
論
文
部
省
版

経
済
原
論

生
理
発
蓑

三
角
法

記
特
法

話
科
復
習

授
業
法

■

†

　

　

　

　

　

　

量

一
週
六
時

同

．同

一
週
三
時

一
週
六
時

毎
週
交
番

教
導
説

授
業
実
地
演
習
ノ
タ
メ
附
属
小
学
ノ
生
徒
ヲ
受
持
タ
シ
ム

右
卒
業
ノ
上
試
験
ヲ
経
テ
卒
業
証
書
ヲ
与
フ

表
3
　
明
治
七
年
四
月
改
正
予
科
教
則
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表4　中学教科（「学制」第29章）と師範学校教則の科目の対照

〒零中学薮料（14′、ノ16歳）　l 科（17′、ノ19歳）

匝目名l蚤l備　考Il匝‾‾占‾‾‾可読

国　語　学

数　　学

習　　　字

墓国語蔓

（数学，第二
級）

1 俛���ﾎｨ��ｧr�△ ��兌h�ｧx�｢����Hｧx���i?��ｸ��｢�

2 ��H������ｧr�○ 

3 做ｸ������鬚�○ 

4 �&�������ｧr�○ 

5 俶ｨ������ｧr�○ 

6 丶��ﾎｨｧr�× 

7 凉ﾘ������ｧr�○ 

8 �h������ｧr�○ 

9 侘8���(��ｧr�× 

10 弍H���(��ｧr�△ 

11 亢ﾈ��^ｸ��d��○ 

12 僣���Z���ｧr�○ ��凉ﾘｧx���h蓼ｸ��

13 �ｸ������ｧr�△ 

ユ4 做8���x��ｧr�○ ��X嶌ｧy?ﾉnX�h�｢�

15 ��ｨ��|ｨ��ｧr�× 

16 們���ｧr�9iZｨﾈx4��× 

「中　学　教　員 剽X��zｨ�b�

生理学 政体大意 ��ｲ��(*ﾒ�※註2 

○印・・・師範学校の教則にある科目
1．く×印…師範学校の教則にない科目

註1・（

△印…師範学校の教則にないが、内容的にそれに対応する科目

2．生理学は、「中学教則略」で示されている。
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こ
の
よ
う
に
、
修
業
年
限
二
年
と
い
う
点
は
変
わ
り
が
な
い
が
、
従
来
の
初
等
・
中
等
の
区
分

を
や
め
て
二
年
間
を
四
期
に
分
け
、
第
四
級
か
ら
順
次
第
一
級
へ
進
級
す
る
仕
組
に
な
っ
た
。

ま
た
、
本
科
は
、
従
来
予
科
教
則
か
ら
切
り
離
し
て
蓑
記
さ
れ
て
い
た
の
が
、
こ
の
教
則
以

降
は
、
予
科
教
則
第
一
級
の
最
後
の
部
分
に
「
実
地
授
業
」
と
い
う
新
し
い
名
称
で
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
い
は
、
授
業
方
法
を
授
業
内
容
と
切
り
離
し
て
教
え
る
の
で

△
〇
〇
　
〇
×
×
×
○
×
　
×

学
法
学
　
学
学
画
学
学
学
鉱

炉

豊

言

済

勧

学

何幾
記
化
　
修
測
罫
古
経
重
動
山

8
9
1
0
　
1
1
1
2
6
7
1
3
1
4
1
5

は
な
く
、
方
法
な
内
容
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
教
え
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
・
重
要
性
を
自
覚
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
回
改
正
さ
れ
た
教
則
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
は
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
科
目
が
、
「
学

制
」
　
（
明
治
五
年
）
の
下
等
・
上
等
中
学
教
科
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
、
具
体
的
に
説
明
し
て
い
こ
う
。
表
2
・
3
で
分
か
る
よ
う
に
師
範
学
校
の
教
則

中
の
科
目
を
全
部
あ
げ
て
み
る
と
、
地
学
・
史
学
・
理
学
・
数
学
・
画
学
・
習
字
・
文
章
学
・

博
物
学
・
授
業
法
（
詩
義
形
式
の
）
・
修
身
学
・
経
済
学
・
生
理
学
・
記
縛
法
・
諸
科
復
習
・

授
業
法
（
実
地
演
習
の
）
で
あ
る
。
次
に
、
「
学
制
」
堅
誓
れ
て
い
る
霜
中
学
教
科
の
科

目
を
み
て
み
ょ
う
。
「
学
制
」
第
二
九
華
に
は
、
「
中
学
ハ
小
学
ヲ
経
タ
ル
生
徒
二
普
通
ノ
学

科
ヲ
教
ユ
ル
所
ナ
リ
」
　
（
傍
点
、
引
用
老
）
と
し
て
、
表
4
の
よ
う
に
中
学
教
科
の
科
目
を
摘

げ
て
い
る
（
1
4
）
。

こ
の
表
4
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
師
範
学
校
教
則
を
「
学
制
」
の
中
学
教
科
と
比
較
対

照
し
て
み
る
と
、
両
者
の
科
目
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
下
等
中
学
教
科

と
は
、
ほ
と
ん
ど
対
応
し
て
い
る
。
上
等
・
下
等
中
学
教
科
に
あ
っ
て
師
範
学
校
の
教
則
中
に

な
い
科
目
は
、
外
国
語
学
・
古
青
学
・
謝
畳
学
・
奏
学
（
以
上
、
下
等
中
学
）
、
罫
画
・
重
学
・

勒
植
地
質
鉱
山
学
（
以
上
、
上
等
中
学
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
全
て
、
後
の
教
則
改
正
（
豊

で
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
師
範
学
校
予
科
の
教
則
に
示
さ
れ
て
い

る
科
目
は
、
中
学
教
科
、
す
な
わ
ち
中
等
学
校
レ
ベ
ル
の
「
普
通
ノ
学
科
」
（
「
学
制
」
第
二
九

章
）
を
教
授
内
容
と
し
て
い
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

中
学
教
科
と
の
対
照
で
み
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
師
範
学
校
本
科
、
す
な
わ
ち
授
業
法

お
よ
び
諸
科
復
習
は
、
中
学
教
科
に
は
み
ら
れ
な
い
師
範
学
校
の
教
則
に
独
自
な
科
目
で
あ

る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
師
範
学
校
の
教
則
の
構
造
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、
＜
「
普
通
ノ
学

科
」
＋
授
業
汝
＞
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

で
は
次
に
、
学
科
日
中
の
ど
の
分
野
、
ど
の
科
目
が
、
ど
の
程
度
の
比
重
を
占
め
て
い
る
か

を
、
授
業
時
間
の
配
分
率
に
ょ
っ
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
こ
と
を
み

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
学
校
教
師
に
ど
の
よ
う
な
専
門
教
表
・
知
識
・
技
術
が
要
求
さ
れ
て
い

た
か
、
お
お
よ
そ
の
見
当
が
つ
く
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

や
は
り
授
業
法
の
時
間
が
断
然
多
い
。
第
二
級
で
は
週
の
半
分
が
授
業
法
の
講
義
に
当
て
ら

れ
、
第
一
級
で
は
授
業
時
間
外
に
毎
週
交
替
で
附
属
小
学
校
で
実
際
に
授
業
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
一
般
・
専
門
教
義
科
目
を
履
修
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
た
と
は
い
え
、
授
業
法
に

つ
い
て
の
講
義
と
実
地
に
授
業
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
う
け
る
時
間
が
、
教
則
全
体
の
中
で
な
お

中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

き

　

　

　

　

　

　

亀
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一
般
・
専
門
教
養
科
目
の
中
で
は
、
数
学
の
授
業
時
間
数
が
も
り
と
も
多
く
、
第
匹
級
か
ら

第
一
級
ま
で
の
全
授
業
時
間
数
l
二
〇
時
間
中
二
七
時
間
（
第
一
級
の
記
薄
法
の
三
時
間
を
含

む
）
、
二
二
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
毎
級
に
直
か
れ
て
い
る
唯
l
の
科
目
で
あ
る
。

次
に
多
い
の
は
、
自
然
科
学
系
の
科
目
（
理
学
・
博
物
学
・
生
理
学
）
と
史
学
（
日
本
史
・

中
国
史
・
世
界
史
）
で
、
ど
ち
ら
も
一
二
〇
時
間
中
一
八
時
間
二
五
％
）
で
あ
る
。
当
時
に

お
い
て
は
、
自
然
科
学
系
統
の
学
問
分
野
が
非
常
に
お
く
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の

系
統
の
科
目
が
多
い
こ
と
は
当
魚
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
史
学
も
同
じ
比
率
で
あ

っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

こ
れ
に
次
い
で
地
学
の
〓
l
時
間
二
〇
％
）
が
く
る
（
こ
こ
で
い
う
地
学
は
人
文
地
理
学

の
内
容
で
あ
る
）
。
史
学
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
目
を
広
く
欧
米
に
向
け
よ
う
と
し

て
い
た
当
時
の
風
潮
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

逆
に
、
時
間
数
の
少
な
い
科
目
は
修
身
学
と
文
章
学
で
、
そ
れ
ぞ
れ
三
時
間
（
二
・
五
％
）

で
あ
る
。
修
身
学
が
極
端
に
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
治
一
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
東
京

師
範
学
校
に
お
け
る
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
明
治
七
年
二
月
の
教
則
改
正
以
降
全
く
姿
を
消

し
、
一
〇
年
七
月
の
改
正
で
わ
ず
か
に
復
活
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
儒
教
道
徳

に
対
す
る
強
い
反
発
の
反
映
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
文
章
学
す
な
わ
ち
漢
文
の
時

間
が
著
し
く
少
な
い
の
は
、
入
学
し
て
く
る
生
徒
の
漢
学
の
素
養
が
高
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
時
間
数
が
少
な
い
の
は
こ
の
時
の
改
正
教
則
だ
け
で
、
半

年
後
の
七
年
一
一
月
以
降
は
比
率
は
ぐ
ん
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
分
野
別
・
科
目
別
の
授
業
時
間
の
比
率
を
み
て
き
た
が
、
比
率
の
高
い
順
に
科
目
を

並
べ
て
み
る
と
、
①
授
業
法
㊥
数
学
⑧
史
学
④
地
学
①
理
学
㊥
生
理
学
・
経
済
学
・
商
学
・
習

字
・
諸
科
復
習
⑳
博
物
学
・
文
章
学
・
記
浄
汝
・
修
身
学
と
な
る
。

最
後
に
、
こ
の
教
則
の
大
き
な
特
徴
点
と
し
て
、
授
業
法
の
履
修
方
法
を
二
つ
あ
げ
て
お
こ

う
。
第
一
に
、
教
育
学
の
帯
義
が
は
じ
め
て
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
第
二
級
で
授
業

法
の
語
義
を
う
け
、
次
い
で
実
地
に
授
業
の
練
習
を
し
、
か
つ
そ
の
間
に
晶
餅
教
導
説
』
（
英

人
チ
ャ
ソ
ブ
ル
著
、
実
作
麟
祥
訳
、
明
治
五
年
一
〇
月
文
部
省
刊
）
と
い
う
教
育
学
書
を
テ
キ

ス
ト
に
し
た
語
義
を
う
け
る
の
で
あ
る
。
単
に
授
業
法
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
併
せ
て
教

育
学
の
理
論
を
も
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
〔
し
か
し
こ
れ
以
降
は
、
明
治
一
二
年

二
月
の
改
正
ま
で
教
育
学
関
係
の
講
義
は
再
び
姿
を
消
し
て
い
る
か
ら
、
授
業
法
の
中
に
教
育

学
の
講
義
を
置
い
た
今
回
の
改
正
は
、
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
よ
う
（
1
6
）
〕
。
第
二

に
、
授
業
法
の
伝
習
は
、
そ
れ
ま
で
と
違
っ
て
専
ら
本
科
の
教
師
が
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
六
年
五
月
御
定
の
師
範
学
校
校
則
中
の
教
則
で
は
、
生
徒
を
上
等
生
・
下

寄
生
に
分
け
て
、
上
等
生
が
教
師
の
代
理
と
し
て
下
等
生
を
教
え
る
と
い
う
形
も
と
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
形
式
は
こ
れ
以
降
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

H
　
漢
学
・
語
学
の
重
視
と
質
問
・
復
習
時
間
の
新
設

1
1
1
明
治
七
年
二
月
改
正
の
教
則
1

授
賞
乾
を
担
当
し
て
い
た
教
師
ス
コ
ッ
ト
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
東
京
師
範
学
校
を
去
っ
た

（
七
年
八
月
）
の
ち
、
最
初
の
教
則
改
正
が
同
年
二
月
に
行
な
わ
れ
た
（
表
5
）
。
〔
ち
な
み

に
、
こ
の
頃
の
教
職
員
、
学
生
の
構
成
を
み
る
と
、
学
校
長
（
諸
芸
信
澄
）
一
人
、
事
務
史
員

四
人
、
教
員
六
人
、
諸
雇
二
二
人
、
以
上
教
職
員
総
数
二
四
人
っ
在
学
生
徒
数
は
、
第
四
級
一

六
人
、
第
三
級
四
四
人
、
第
二
級
二
二
人
、
第
一
級
一
九
人
、
合
計
一
〇
一
人
で
あ
る
〕
（
1
7
）
。

表
5
　
明
治
七
年
二
月
改
正
教
則

級
竺
第
二
級
認
1

同

　

上

　

　

　

6

ク

エ

ッ

ケ

ソ

ボ

ス

2

氏
　
物
　
理
　
蕃
1

化
学
入
門
初
編

人
　
身
　
窮
　
理
33

三
角
法
6

同
　
上
66
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※

　

独

　

見

　

指

定

　

書

　

目

第

　

　

四

　

　

級

第

　

二

　

級

絹
銅
小
誌
）

輿

地

誌

略

天
然
地
理
学

泰
西
史
鑑
上
席

史
学泰
西
史
鑑
中
浦

西
　
史
綱
　
記

萬
　
国
新
史

合
衆
国
小
史

こ
の
教
則
は
、
た
ぶ
ん
諸
富
校
長
を
中
心
に
、
同
校
卒
業
後
教
員
と
し
て
留
ま
っ
た
（
望
金

子
尚
政
、
淡
谷
成
韓
（
い
ず
れ
も
六
年
七
月
第
l
回
卒
業
生
）
、
安
場
正
房
（
七
年
六
月
第
三
回

卒
業
生
）
ら
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
と
い
う
指
導
者
が
去
っ

た
た
め
か
、
従
来
の
教
則
と
も
、
あ
る
い
は
八
年
以
降
の
教
則
と
も
大
き
く
異
な
る
点
が
い
く

つ
か
み
ら
れ
る
。

ま
ず
第
l
に
、
「
授
業
法
」
と
い
う
科
目
の
授
業
時
間
数
と
教
授
－
学
習
形
式
に
大
き
な
変

化
が
あ
っ
た
。
今
回
の
教
則
で
は
、
第
一
級
に
「
毎
週
交
番
附
属
小
学
ノ
生
徒
ヲ
教
授
セ
シ

ム
」
、
独
習
指
定
書
の
第
一
級
に
『
教
導
説
』
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
教
則
（
同
年
四

月
改
正
）
と
比
投
対
照
し
て
み
る
と
、
前
教
則
に
は
第
二
級
に
一
五
時
間
「
授
業
法
」
の
時
間

が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
改
定
で
は
全
部
削
ら
れ
て
、
教
師
が
一
斉
教
授
の
形
式
で
教
え

る
「
授
業
法
」
は
一
時
間
も
な
く
な
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
独
習
課
程
の
第
一
級
に
『
教
導

説
』
を
掲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
「
授
業
法
」
の
授
業
時
間
を
全
く
無

く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
「
授
業
汝
」
を
担
当
し
て
い
た
教
師
ス
コ
ッ

ト
が
退
任
し
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
る
の
で
、
適
当
な
後
任
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
く
て
や
む

な
く
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
形
は
翌
年
九
月
の
改
正
ま
で
続
い

た。
第
二
に
、
「
授
業
法
」
の
第
l
級
に
、
時
間
割
の
中
に
授
業
時
間
は
割
り
当
て
ら
れ
て
は
い

な
い
が
、
は
じ
め
て
「
毎
週
交
番
附
属
小
学
生
徒
ヲ
教
授
セ
シ
ム
」
と
内
容
が
具
体
的
に
明
記

さ
れ
た
。
正
規
の
時
間
割
の
合
間
を
ぬ
っ
て
附
属
小
学
校
生
徒
を
対
象
に
し
て
授
業
を
実
習
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
は
、
前
回
（
七
年
四
月
）
　
の
教
則
改
正
の
時
か
ら
既
に
行
な
わ
れ

て
い
た
が
、
前
回
の
教
則
で
は
「
同
上
（
註
・
授
業
ノ
方
法
）
毎
週
交
番
」
と
簡
単
に
記
さ
れ

て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
回
の
よ
う
な
表
現
形
式
と
内
容
は
翌
年
（
八
年
）
三
月
の
改
正
の
時

も
そ
の
ま
ま
應
襲
さ
れ
、
同
年
九
月
の
改
正
ま
で
続
く
。

次
に
、
一
般
・
専
門
教
養
科
目
を
み
て
み
ょ
う
。
こ
れ
に
も
か
な
り
変
化
が
あ
っ
た
。
前
教

則
に
あ
っ
た
科
目
は
そ
の
ま
ま
全
部
受
け
継
が
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
地
学
・
史
学
・
修
身
学

お
よ
び
授
業
法
の
一
部
は
、
正
規
の
教
則
表
か
ら
は
は
ず
さ
れ
て
自
習
科
目
に
移
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
科
目
の
比
重
は
、
結
果
的
に
は
瞳
く
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
ま
た
、
文
章
学
、
理
学
を
、
漢
学
、
物
理
学
と
そ
れ
ぞ
れ
名
称
を
変
更
し
て
い
る
が
、
内

容
的
な
変
化
は
な
い
。

新
設
さ
れ
た
科
目
は
、
質
問
・
体
操
二
語
学
・
地
学
（
天
然
地
理
学
）
・
政
事
学
の
五
科
目

で
あ
る
。
第
四
級
か
ら
第
一
級
ま
で
の
科
目
別
授
業
時
間
数
を
み
る
と
、
多
い
順
に
①
質
問
二
四
時
間

（
二
〇
％
）
③
自
然
科
学
系
統
の
科
目
1
物
理
学
・
博
物
学
・
生
理
学
・
地
学
（
天
然
地
理

学
）
、
合
わ
せ
て
l
三
・
五
時
間
（
l
八
・
七
五
％
）
④
数
学
（
記
蒋
法
を
含
め
て
）
二
l
時
間

（
一
七
・
五
％
）
④
漢
学
が
語
学
と
合
わ
せ
て
一
八
時
間
（
一
五
％
）
①
諸
科
復
習
一
五
時
間

（
一
二
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
質
問
」
と
い
う
新
設
科
目
は
、
第
四
級
か
ら
第
一
級
ま
で
ど
の
級
に
も
置
か
れ
て
い
る
唯
一

の
科
目
で
、
し
か
も
時
間
配
分
も
一
番
多
い
。
た
だ
し
こ
の
科
目
は
、
他
の
科
目
と
異
な
っ

て
、
指
定
さ
れ
た
本
を
生
徒
が
独
習
し
て
、
わ
か
ら
な
い
点
や
疑
問
な
点
が
あ
っ
た
ら
質
問
す

る
と
い
う
時
間
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
授
業
時
間
が
有
効
に
生
か
さ
れ
る
か
香
か
は
、

生
徒
が
ど
の
程
度
積
極
的
・
自
発
的
に
自
習
す
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
配
当

時
間
の
比
率
ど
お
り
の
効
果
が
あ
が
っ
て
い
た
か
否
か
は
不
確
定
で
あ
る
。
質
問
と
い
う
授
業

科
目
に
包
括
さ
れ
た
科
目
（
地
学
・
史
学
・
政
事
学
・
修
身
学
・
授
業
法
）
は
、
政
事
学
と
修

身
学
を
除
い
て
い
ず
れ
も
従
来
の
教
則
で
は
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
た
が
、
今
回
、
自
習
に

ま
わ
さ
れ
た
う
え
、
さ
ら
に
時
間
数
も
減
少
し
て
い
る
。
修
身
学
も
こ
れ
ま
で
も
三
時
間
し
か

な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
、
自
習
に
ま
わ
さ
れ
、
さ
ら
に
時
間
も
二
時
間
に
な
っ
て
い

る
。
次
回
の
改
正
で
は
、
科
目
そ
の
も
の
が
姿
を
消
す
（
表
6
参
照
）
。

地
学
に
お
い
て
、
世
界
地
理
の
分
野
（
『
輿
地
誌
略
』
）
が
六
時
間
か
ら
丁
五
時
間
に
減
少

し
て
い
る
点
が
特
に
目
立
つ
。
史
学
は
、
三
分
野
全
体
が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

中
で
は
、
日
本
史
と
世
界
史
が
と
く
に
減
少
し
て
お
り
、
世
界
史
の
比
率
が
相
対
的
に
高
く
な

っ
て
い
る
（
表
7
参
照
）
。

注
目
す
べ
き
新
設
科
目
に
政
事
学
が
あ
る
（
質
問
・
独
見
指
定
書
）
。
明
治
前
期
の
東
京
師
範

学
校
の
教
則
に
お
い
て
、
政
事
学
が
設
け
ら
れ
た
の
は
翌
年
九
月
の
改
正
ま
で
の
わ
ず
か
一
年

足
ら
ず
の
こ
の
期
間
だ
け
で
あ
る
。
教
科
書
に
は
、
立
憲
政
体
、
天
賦
人
権
を
説
い
た
加
藤
弘

I

一

　

　

　

　

　

　

l



教糞科目、兼修・選択制から必修制へ

39

之
の
『
其
政
大
意
』
（
明
治
三
年
）
と
ビ
シ
ャ
リ
ソ
著
・
神
田
孟
格
訳
『
性
法
略
』
（
発
行
年
不

明
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
自
由
民
権
論
に
つ
な
が
る
著
書
が
師
範
学
校
用
教
科
書
と
し
て
採

用
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
期
の
啓
蒙
的
教
員
養
成
路
線
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
教
則
の
最
大
の
特
散
は
、
漢
学
・
語
学
・
諸
科
復
習
の
時
間
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
で
あ
る
。
漢
学
（
旧
称
・
文
章
学
）
は
三
時
間
か
ら
一
挙
に
四
倍
の
二
一
時
間
に
な
り
、
同

一
系
統
の
語
学
の
六
時
間
を
加
え
れ
ば
、
l
八
時
間
（
六
倍
）
に
も
な
る
。
漢
学
・
語
学
が
こ

れ
ほ
ど
増
加
さ
れ
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
東
京
師
範
学
校
が
明
治
二
二

年
に
編
其
し
た
『
朗
禦
鞘
管
京
師
範
学
校
沿
革
壷
』
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

斯
ク
文
章
学
ノ
最
大
数
二
連
セ
シ
ハ
当
時
当
校
ノ
意
最
早
語
学
二
在
テ
弁
説
ノ
爽
否
語
尾
ノ

正
渋
ハ
大
二
影
響
ヲ
教
授
上
二
及
ホ
ス
故
二
審
メ
テ
生
徒
二
文
章
学
ヲ
兼
義
セ
シ
メ
穿
ヨ
リ

之
ヲ
矯
正
シ
タ
ル
ニ
由
レ
リ
（
讐

教
師
の
話
し
方
の
技
術
の
訓
練
、
す
な
わ
ち
発
音
や
発
声
の
仕
方
を
矯
正
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
漢
学
・
語
学
の
演
習
を
重
視
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
授
学
の
観
点
か

ら
み
て
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
漢
学
・
語
学
の
教
養
を
学
ぶ
こ
と
は
一
般
教
養
・

専
門
教
養
を
学
習
す
る
う
え
で
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
意

義
づ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
訳
で
あ
る
。
教
授
技
術
の
向
上
に
留
意
し
て
そ
れ
ら
を
重
要
視

ー

少

こ

　

　

　

　

　

∞

し
た
と
い
う
こ
の
事
実
は
、
教
員
養
成
を
目
的
と
す
る
師
範
学
校
独
自
の
教
則
編
成
に
自
覚
的

に
努
力
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
諸
科
復
習
の
時
間
を
六
時
間
か
ら
一
五
時
間
に
増
加
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
先
に

ふ
れ
た
『
沿
革
一
覧
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

復
習
ノ
最
大
数
二
登
リ
シ
ハ
学
科
ノ
繁
多
ナ
ル
生
徒
ノ
忘
失
ヲ
生
シ
易
キ
ヲ
以
テ
自
ラ
此
二

注
意
シ
来
ル
ニ
由
レ
リ
（
2
0
）

こ
の
説
明
か
ら
察
す
る
に
、
従
来
の
教
則
（
七
年
四
月
）
は
、
全
体
に
、
生
徒
に
と
っ
て
か
な

り
負
担
の
大
き
い
過
密
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
繁
多
な
」
授
業
内

容
を
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
十
分
こ
な
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
配
慮
か
ら
、
最
上
級
の
授
業
時

間
の
半
分
を
藷
科
の
復
習
に
あ
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
さ
ら
に
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う

に
地
学
・
史
学
な
ど
が
自
習
に
ま
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
生
徒
の
負
担
は
か
な
り
軽
減
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
自
然
科
学
系
の
科
目
を
み
て
み
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
よ
り
物
理
学
が
三
時
間
、
自
然
地

理
学
が
l
・
五
時
間
増
加
し
て
、
全
体
で
一
八
時
間
か
ら
二
二
・
五
時
間
へ
と
増
加
し
て
い
る

が
、
こ
の
系
統
の
科
目
は
相
対
的
に
は
常
に
高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
変
化
と
は
言
え
な
い
。
数
学
関
係
で
は
、
代
数
が
六
時
間
削
ら
れ
た
。

体
操
と
い
う
科
目
が
こ
の
教
則
か
ら
初
め
て
登
場
し
た
。
〝
体
操
″
が
い
っ
た
い
ど
ん
な
も

の
で
あ
る
か
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
人
が
多
か
つ
た
当
時
、
「
学
制
」
に
示
さ
れ
て
い
る
体
操

の
科
目
を
指
導
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
科
目
は
師
範
学
校
に
お
い
て
も
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ

た
。
折
し
も
、
こ
の
年
（
明
治
七
年
）
七
月
文
部
省
か
ら
、
教
師
用
『
体
操
書
』
全
六
冊
（
仏

人
ベ
ル
ギ
著
・
石
橋
好
一
訳
）
が
出
版
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
保
健
体
操
の
図
解
手
引
き
し
か
な

か
ク
た
段
階
と
く
ら
べ
る
と
、
体
操
を
教
授
－
学
習
す
る
条
件
は
し
だ
い
に
整
い
つ
つ
あ
っ

た。

肖
　
単
独
の
予
科
を
新
設

－
　
明
治
八
年
三
月
改
正
の
教
則
1

八
年
三
月
に
改
正
さ
れ
た
教
則
は
、
前
年
〓
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
教
則
に
多
少
の
修
正
が

加
え
ら
れ
た
程
度
で
、
さ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
こ
の
時
、
従
来
の
予
科
を
履
修
し
て
本
科
へ
進
む
コ
ー
ス
と
は
別
個
に
、
入
学

試
験
制
度
の
改
革
に
ょ
つ
て
、
修
学
年
限
一
年
の
単
独
の
予
科
が
新
し
く
設
け
ら
れ
、
そ
の
教

則
が
創
定
さ
れ
る
と
い
う
改
革
が
あ
っ
た
。

で
は
、
ま
ず
従
来
の
予
科
、
本
科
の
教
則
に
つ
い
て
、
そ
の
改
正
点
を
み
て
い
こ
う
。
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∽
　
従
来
の
教
則
の
改
正

改
正
さ
れ
た
教
則
は
、
蓑
8
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
8
　
明
治
八
年
三
月
改
正
教
則

※

　

独

　

見

　

指

　

定

　

書

　

目

級
一
第
　
　
≡

地

学

　

　

　

　

6

一

史

学

改
正
点
に
つ
い
て
、
『
朝
禦
群
鞘
東
京
師
範
学
校
沿
革
l
党
』
（
明
治
二
二
年
）
は
次
の
よ
う

に
解
説
し
て
い
る
。

一
第
四
級
　
文
学
車
八
大
家
文
格
ヲ
廃
シ
テ
作
文
セ
シ
ム
　
但
作
文
ハ
通
俗
字
ヲ
交
綴
ス

一
同
　
級
　
地
学
中
天
然
地
理
学
ヲ
廃
ス

（ママ）

一
第
三
級
　
物
理
学
中
ク
エ
ツ
ケ
ソ
ホ
ス
氏
物
理
書
ヲ
廃
シ
テ
物
理
全
志
ヲ
読
マ
シ
ム

l
　
同
　
級
　
史
学
中
十
八
史
鼻
元
明
史
暑
ヲ
廃
ス

一
第
一
級
　
法
律
学
ヲ
設
テ
新
律
綱
領
改
正
律
例
ヲ
読
マ
シ
ム

右
の
順
に
も
う
少
し
詳
し
く
改
正
点
を
み
て
い
く
と
、
第
一
に
、
漢
学
の
教
科
審
申
、
『
八
大

家
文
格
』
の
使
用
を
廃
め
て
、
替
わ
り
に
作
文
の
時
間
に
あ
て
た
。
そ
の
内
容
は
「
通
俗
字
ヲ

交
綴
」
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
作
文
も
、
漢
文
調
か
ら
通
俗
文
調
へ
と
し
だ
い
に
移
り

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
三
ケ
月
後
に
行
な
わ
れ
た
入
学
試
験
の
作
文
も
、
従
来
の
論
策
・
漢
文

和
解
か
ら
「
時
勢
二
随
ヒ
翻
訳
体
二
改
メ
」
（
2
1
）
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
地
学
の
教
科
書
に
指

定
さ
れ
て
い
る
『
日
本
地
理
小
誌
』
『
琉
球
新
語
』
『
輿
地
誌
略
』
は
い
ず
れ
も
人
文
地
理
学
系
で
、

前
年
〓
月
の
教
則
改
正
で
採
用
さ
れ
た
ば
か
り
の
唯
言
自
然
地
理
学
系
の
教
科
蕃
『
削

天
然
地
理
学
』
　
（
米
人
コ
ル
ネ
ル
著
・
鳥
山
啓
訳
、
明
治
六
年
）
が
廃
止
さ
れ
た
。
第
三
に
、

物
理
学
の
教
科
書
に
、
発
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
『
物
理
仝
志
』
（
宇
田
川
準
一
訳
、
明
治
八
年
）

が
採
用
さ
れ
た
。
物
理
学
の
授
業
は
、
明
治
六
年
か
ら
訳
者
の
宇
田
川
が
担
当
し
、
米
人
ク
ユ

ッ
ケ
ソ
ボ
ス
（
Q
∈
C
打
e
ロ
b
O
S
）
■
．
Z
a
t
仁
r
a
H
p
E
－
0
8
p
F
y
－
、
を
翻
訳
し
て
教
授
す
る
と
い
う
内
容

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
教
授
内
容
を
ま
と
め
て
著
わ
し
た
の
が
本
番
で
あ
る
（
2
2
）
。
こ
の

本
は
、
以
来
明
治
一
六
年
八
月
ま
で
物
理
学
の
教
科
書
と
し
て
ず
っ
と
使
用
さ
れ
続
け
た
。
第

四
に
、
自
習
書
中
第
三
級
の
史
学
か
ら
『
十
八
史
略
』
と
『
元
明
史
略
』
が
削
除
さ
れ
、
こ
れ

で
中
国
史
関
係
は
全
く
な
く
な
り
、
史
学
の
比
重
は
い
っ
そ
う
小
さ
く
な
っ
た
。
第
五
に
、
新

た
に
法
律
学
が
第
一
級
に
設
け
ら
れ
、
教
科
事
と
し
て
、
は
じ
め
て
の
全
国
的
な
統
l
刑
法
典

で
あ
る
『
新
律
綱
領
』
（
明
治
三
年
制
定
）
と
、
そ
れ
の
修
正
増
補
版
と
し
て
六
年
に
制
定
さ
れ

た
『
改
正
律
令
』
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
回
の
教
則
改
正
で
政
事
学
が
新
設
さ

れ
、
今
回
の
改
正
で
乾
律
学
も
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

l

　

　

　

　

　

　

　

●
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だ
が
、
わ
ず
か
六
ケ
月
後
の
九
月
の
改
正
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
科
目
は
い
ず
れ
も
削
除
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
以
降
l
六
年
八
月
に
本
邦
法
令
と
い
う
科
目
が
設
け
ら
れ
る
ま
で
、

こ
の
系
統
の
科
目
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
重
大
な
点
で
あ
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
宇
が
か
り
と
な
り
得
る
確
か
な
資
料
が
な
い
の
で
、
不
明
で
あ
る
。

以
上
が
、
八
年
三
月
に
改
正
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
教
則
改
正
を
最
後
に
、
初
代
校
長
諸
薯
膚
澄
は
大
坂
師
範
学
校
へ
転
出
し
た
。
、

似
　
単
独
の
予
科
の
教
則

従
来
の
予
科
Ⅰ
本
科
の
外
に
、
修
業
年
限
一
年
の
予
科
が
今
回
新
設
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
。
そ
れ
に
伴
い
入
試
の
方
法
も
改
革
さ
れ
、
八
年
l
二
月
の
入
試
で
合
格
し
た
：
二
人
の
う

ち
二
〇
人
は
、
こ
の
新
設
さ
れ
た
予
科
の
生
徒
と
し
て
入
学
を
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

単
独
の
予
科
の
教
則
と
し
て
新
し
く
定
め
ら
れ
た
教
則
が
表
9
で
あ
る
。

表
9
　
新
設
さ
れ
た
予
科
の
教
則
（
明
治
八
年
三
月
）

史
学
（
日
本
史
・
中
国
史
）

（
明
治
八
年
七
月
廃
止
）

一
年
間
の
う
ち
、
前
半
期
は
、
史
学
と
数
学
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
史
学
は
週

二
四
時
間
で
、
日
本
史
を
『
皇
朝
史
暑
』
で
、
中
国
史
を
『
網
鑑
易
知
銀
』
で
学
ぶ
。

後
半
期
は
、
史
学
・
数
学
・
藩
学
お
よ
び
習
字
を
習
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
史
学
は
週
一

八
時
間
の
う
ち
、
日
本
史
（
『
日
本
外
史
』
）
四
・
五
時
間
、
中
国
史
（
『
綱
鑑
易
知
録
』
『
明
鑑
易

社
録
』
『
清
鑑
易
知
銀
』
）
、
三
一
・
五
時
間
、
他
は
、
嶺
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

前
半
期
と
後
半
期
を
合
わ
せ
て
、
科
目
別
の
授
業
時
間
数
の
比
率
を
み
る
と
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

日
本
史
・
中
国
史
が
、
年
間
総
授
業
時
間
数
六
〇
時
間
中
四
二
時
間
、
七
〇
％
を
占
め
て
い

る
。
こ
れ
は
、
従
来
か
ら
あ
る
予
科
教
則
に
お
い
て
、
史
学
は
「
独
見
指
定
書
」
の
第
三
、
第

二
級
に
そ
れ
ぞ
れ
六
時
間
ず
つ
あ
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
、
措
定
害
六
冊
申
五
冊
は
欧

米
史
で
、
日
本
史
は
一
冊
だ
け
、
中
国
史
は
全
く
な
い
こ
と
、
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
新
設
さ
れ
た
単
独
の
予
科
教
則
で
は
、
史
学
は
日
本
史
・
中
国
史
中
心
で

欧
米
史
が
全
然
無
い
。
そ
こ
で
、
従
来
か
ら
あ
る
予
科
教
則
に
お
い
て
六
冊
の
指
定
書
中
五
冊

ま
で
を
欧
米
史
関
係
に
あ
て
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

教
則
に
示
さ
れ
て
い
る
数
学
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
和
算
に
か
わ
っ
て
明
治
に
な
っ
て
輸
入

さ
れ
た
洋
舞
す
な
わ
ち
西
洋
数
学
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
数
学
の
学
力
を
高
め
る
努
力
は
教
則
の

改
正
の
虔
ご
と
に
授
業
時
数
に
若
干
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
一
貫
し
て
払
わ
れ
て
い
る
。

単
独
予
科
の
教
則
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
所
期
の
目
的
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
た
め
か
、
わ
ず
か
半
年
間
で
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
同
年
七
月
）
。
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

「
試
験
生
」
を
置
く
制
度
が
定
め
ら
れ
た
（
す
な
わ
ち
「
新
：
入
校
ヲ
許
ス
者
ハ
当
分
試
験
生

卜
定
メ
其
学
業
ノ
優
劣
二
従
テ
各
級
二
編
入
ス
へ
シ
」
）
（
翌
。

囲
　
第
一
級
は
専
ら
授
業
の
実
習

－
　
明
治
八
年
九
月
改
正
の
教
則
1

今
回
（
八
年
九
月
）
の
教
則
改
正
時
に
は
、
開
校
当
初
か
ら
の
三
人
の
中
心
メ
ソ
バ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
転
出
し
て
い
た
（
教
師
ス
コ
ッ
ト
七
年
八
月
、
校
長
諸
富
信
澄
八
年
四
月
、
通
訳
兼
数

学
教
師
坪
井
玄
道
八
年
（
月
、
不
明
）
。
諸
澄
校
長
の
後
任
に
は
、
八
年
五
月
同
校
教
諭
小
沢
童

次
郎
が
校
長
補
（
そ
の
後
間
も
な
く
校
長
心
得
）
と
し
て
昇
任
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
明
六

社
の
社
長
賞
作
歌
坪
が
、
摂
理
と
い
う
肩
書
で
参
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
中
学
校
へ
進
学
す
る
者
が
漸
増
し
て
き
た
た
彗
八
月
に
中
学

校
教
師
の
老
成
を
目
的
と
す
る
中
学
師
範
学
科
が
併
設
さ
れ
、
慶
応
義
塾
の
教
師
小
幡
鱒
次
郎
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言三言
30％（36時間）

史　　学

20％（24時間）

墓

が
教
頭
と
し
て
招
か
れ
た
。
中
学
師
範
学
科
の
教
則
の
検
討
会
（
九
月
）
に
は
、
福
沢
静
膏
・

西
周
こ
浮
田
其
道
・
箕
作
歌
坪
、
中
村
正
直
ら
が
参
加
し
、
さ
ら
に
文
部
省
関
係
の
田
中
不
二

麻
呂
文
部
大
輔
・
九
鬼
隆
l
・
辻
新
次
・
秋
山
垣
太
郎
二
段
応
義
塾
の
教
師
藤
野
蓄
蔵
ら
も
列

席
し
て
い
る
。
当
時
の
代
表
的
な
啓
蒙
思
想
家
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
研
究
会
で
あ
っ
た
む

さ
て
、
小
学
師
範
学
科
の
教
則
の
検
討
に
入
ろ
う
。
明
治
八
年
九
月
、
開
校
以
来
五
回
膏
の

教
則
改
正
が
な
さ
れ
た
（
表
↑
0
）
。

表
1
0
　
明
治
八
年
九
月
改
正
　
小
学
師
範
学
科
教
則

術
鎧
諾
6

級
竺
第
二
級
噸

泰
西
史
鑑
　
1
2

西
洋
易
知
鎮

西
史
綱
紀

錦
鯛
師
摘
史

物
理
全
誌

物
理
　
動
静

攣
錮
摘
種

等
∵
芋
▼
い

加
威
乗

詞

入

蘭

　

3

作

　

文

　

3

片
仮
名
交
リ

篭
全
聴
気
3

電
学
　
天
体

代

　

数

　

6

663392ユ3333お

（
註
）
教
則
に
は
時
間
数
が
の
っ
て
い
な
い
の
で
、
『
謁
姦
斡
東
京
師
範
学
校
沿
革
壷
』
附

録
第
一
蓑
よ
り
算
定
し
た
。

前
年
四
月
に
改
定
さ
れ
た
教
則
は
、
同
年
二
月
に
大
幅
に
内
容
が
改
め
ら
れ
、
こ
の
年
三

月
薯
干
修
正
さ
れ
て
施
行
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
改
正
さ
れ
た
教
則
は
へ
史
学
の
比
重
を
大
幅
に

高
め
、
「
授
業
法
」
の
授
業
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
第
一
級
を
専
ら
授
業
の
実
習
時
間
に
あ
て
る
こ

と
を
除
い
て
は
、
全
体
と
し
て
前
年
四
月
に
改
定
さ
れ
た
教
則
の
内
容
に
回
帰
し
た
面
が
多
い
。

分
野
別
の
科
目
の
比
重
を
計
算
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
変
化
の
特
徴
点
を
み
て
み
ょ
う
。

第
一
に
、
諸
科
目
の
履
修
は
全
て
第
二
級
ま
で
で
修
了
さ
せ
て
、
最
後
の
半
年
間
（
第
一

級
）
は
、
専
ら
「
実
地
授
業
」
す
な
わ
ち
教
育
実
習
だ
け
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
最
上
級
を
全

部
授
業
法
の
実
地
練
習
に
あ
て
る
教
則
編
成
の
仕
方
は
、
今
回
が
収
じ
め
て
で
あ
り
、
こ
れ
以

す

J
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ゐ

降
は
、
こ
の
塾
が
ず
つ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
笹
琴
亀

授
業
汝
と
実
地
授
業
の
時
間
を
合
わ
せ
る
と
二
蕎
廃
間
中
竺
二
六
時
間
を
占
め
る
肛
至

り
、
七
年
四
月
に
予
科
・
本
科
制
度
が
と
ち
れ
て
以
来
、
最
大
の
比
重
と
な
っ
た
。

第
l
正
、
一
般
一
専
門
教
養
科
唱
の
中
で
は
、
前
回
の
改
正
で
減
少
し
た
史
学
が
大
幅
に
復

活
し
て
、
全
体
の
二
〇
％
に
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
第
三
寂
の
西
洋
史
収
へ
史
学
の
分
野
の
・

半
分
を
占
め
て
い
る
。
西
洋
史
に
こ
れ
ほ
ど
侍
欄
が
割
か
れ
た
の
紙
、
丑
じ
め
て
の
こ
と
で
あ

る
（
表
1
1
参
照
）
。

第
三
紅
、
痘
然
科
学
系
の
科
目
（
物
理
学
・
化
学
・
生
理
学
・
博
物
学
）
は
、
多
少
減
っ
て

い
る
が
、
全
体
と
し
て
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
皇
石
っ
て
よ
い
。
物
理
学
肱
、
従
来
ず
っ
主
ハ
博
聞

で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
改
正
で
三
時
間
増
加
し
て
、
こ
の
分
野
鑑
お
け
る
比
率
を
高
め
兜
。
逆

に
、
生
理
学
・
博
物
学
・
化
学
は
減
少
し
て
い
る
（
表
1
2
参
照
）
。
せ
滋
、
今
周
か
ち
化
学
が

物
理
学
か
ら
分
化
・
独
立
し
た
。

第
四
虹
、
前
々
回
と
前
回
は
独
習
科
目
に
ま
わ
さ
れ
た
鹿
学
が
、
今
回
地
理
学
と
改
称
さ
れ

て
授
業
め
正
式
料
膚
濫
夜
番
し
た
（
表
1
3
）
。

第
五
に
、
蓑
1
4
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
漢
学
が
今
回
無
く

な
り
、
文
学
（
内
容
は
作
文
）
が
殻
け
ち
あ
た
♪
語
学
は
半

減
し
、
結
局
こ
の
分
野
ほ
、
前
回
、
前
々
回
の
三
分
の
一
に

減
づ
た
。
史
学
と
と
も
に
こ
の
分
野
の
時
間
数
は
増
減
の
変

化
が
大
き
い
。

史
学
と
漢
学
の
時
間
数
の
配
分
が
き
わ
め
て
試
行
錯
誤
し

て
い
る
の
と
碓
対
照
的
縦
、
眉
愈
科
学
・
数
学
系
の
耐
月
の

席
周
灘
分
は
安
定
⊥
て
い
る
。

な
お
、
諸
科
教
習
・
政
事
学
・
法
律
学
お
よ
び
贋
浮
腰
潮

除
さ
れ
た
。囲

　
授
業
法
の
重
視
と
新
し
い
教
科
書
の
採
用

－
卵
治
一
〇
年
七
月
改
正
の
教
則
」

胡
胎
六
年
六
月
の
第
一
周
教
則
改
正
以
凛
、
奨
芭
ハ
偲
目

の
教
則
改
正
が
、
一
l
〇
年
七
月
に
行
な
わ
れ
た
（
表
消
5
）
。

こ
の
教
則
服
、
修
業
年
限
が
六
ケ
月
延
長
さ
れ
て
二
年
半

と
な
っ
た
は
か
に
は
、
八
年
九
月
以
来
施
行
さ
れ
て
き
た
教

則
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
眉
ま
や
為
し

く
改
定
き
れ
て
き
た
価
範
学
校
教
則
も
、
茄
行
錯
誤
、
備
中
模
索
し
て
、
よ
う
や
く
一
定
の
腐

成
方
式
を
濁
み
出
し
た
か
濫
見
え
る
。

表
持
5
　
嘲
億
十
年
七
月
徴
正

小
学
師
範
学
科
教
則
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修
業
年
限
は
、
六
年
六
月
に
余
科
教
則
が
制
定
さ
れ
て
以
来
ず
っ
と
二
年
で
あ
っ
た
が
、
今

回
半
年
延
長
さ
れ
て
二
年
半
と
な
っ
た
（
2
4
）
。
こ
れ
に
伴
い
、
学
期
は
五
期
制
と
な
っ
た
。

今
回
の
教
則
に
は
授
業
時
間
数
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
分
野
別
・
科
目
別
の
比
重
を
正

確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
教
則
の
特
色
は
、
多
く
の
教
科
目
で
新
刊
の
教
科
書
を
採
用
し
て
内
容
の
充
実
を
囲
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
八
つ
の
科
目
で
新
し
い
教
科
書
（
全
部
で
一
七
冊
）
を
採
用
し
て
い
る

が
、
そ
の
教
科
書
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
学
　
到
級
l
『
日
本
地
誌
要
略
』
全
六
冊
、
大
槻
修
二
著
、
明
治
八
年
一
〇
月
初
版
、
l
〇

年
六
月
改
正
版
お
よ
び
再
刻
版
。
叫
苛
級
l
『
天
然
地
学
等
』
、
こ
の
本
は
、
海
後
宗
臣
・
仲

新
涼
集
『
近
代
日
本
教
科
書
総
説
・
目
録
篇
』
に
は
載
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
書
名
で
実
際

に
出
版
さ
れ
た
本
が
あ
る
か
ど
う
か
不
卵
で
あ
る
。

史
学
　
剥
組
『
古
代
西
史
綱
要
』
、
米
人
ウ
イ
ル
ソ
ン
の
三
〇
え
ー
i
n
e
O
f
H
i
∽
t
O
r
y
－
二
一
八

六
〇
年
）
の
翻
訳
と
患
わ
れ
る
。
出
版
年
月
不
明
。
固
執
『
近
世
西
史
綱
要
』
、
同
上
。

『
某
氏
』
。
ヨ
軌
『
仏
国
史
略
』
。
コ
級
l
『
万
国
史
略
』
『
涜
十
八
史
略
』
『
統
国
史
略
』
『
滑

史
撃
要
』

化
学
　
可
約
『
小
学
化
学
書
』
市
川
盛
三
郎
訳
、
明
治
七
年
一
〇
月
文
部
省
刊
、
英
国
一
流

の
科
学
者
S
i
r
H
e
n
r
y
冒
f
i
e
E
R
O
S
C
O
e
の
書
い
た
。
C
F
e
m
i
s
t
r
y
－
－
（
一
八
七
三
年
）

の
訳
書
で
、
物
理
学
史
研
究
者
の
板
倉
聖
宜
に
「
当
時
の
革
命
的
な
科
学
教
科
書
」
と
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
書
で
あ
る
。

数
学
　
到
〓
四
l
軌
『
小
学
数
学
書
』
全
五
巻
、
巻
一
ほ
明
治
七
年
七
月
文
部
省
刊
、
巻
ニ
1

五
は
一
〇
年
刊
。
掛
目
■
ヨ
捌
『
代
数
学
』
明
治
一
〇
年
刊
、
R
O
オ
i
n
s
。
n
の
ー
ー
2
e
w
q
n
i
l

諾
r
S
i
t
y
A
－
慧
b
r
a
－
－
を
石
川
長
次
郎
が
全
訳
（
『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
8
の
一
八
九

ペ
ー
ジ
参
照
）
。

生
理
学
　
期
軌
『
弗
民
生
理
事
』
七
巻
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
チ
ソ
ソ
（
弗
知
蓮
）
の
生
理
お
よ

び
保
健
衛
生
事
の
訳
書
、
明
治
八
年
文
部
省
刊
。
「
中
等
レ
ベ
ル
の
教
科
書
」
（
板
倉
聖

宜）。
博
物
学
　
国
劇
『
具
氏
博
物
学
』
明
浜
二
〇
年
七
月
刊
、
全
一
〇
冊
。

経
済
学
　
ヨ
組
『
英
氏
経
済
論
』

授
業
法
　
コ
組
『
小
学
教
授
論
』
、
著
者
も
出
版
さ
れ
た
年
も
不
明
。

以
上
の
よ
う
に
、
教
授
内
容
の
レ
ベ
ル
が
、
全
体
と
し
て
中
等
学
校
の
そ
れ
に
近
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
教
科
書
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
本
が
出
揃
っ
て
き
た
こ
と
や
、
そ
れ
を

教
授
で
き
る
教
師
陣
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
る
。

で
は
次
に
、
今
回
の
教
則
の
そ
の
他
の
特
徴
点
を
み
て
い
こ
う
。

第
一
に
、
第
一
級
を
専
ら
実
地
授
業
に
あ
て
た
は
か
に
、
五
級
か
ら
二
級
ま
で
各
級
に
「
授

業
法
」
の
授
業
（
黄
義
）
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全
級
に
授
業
法
が
置

か
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
は
な
か
っ
た
し
こ
れ
以
後
も
な
い
。
授
業
法
の
重
要
視
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
史
学
は
、
従
来
日
本
史
↓
中
国
史
↓
西
洋
史
の
順
序
に
学
ん
で
い
た
が
、
今
回
は

じ
め
て
西
洋
史
か
ら
学
び
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
西
洋
史
も
、
従
来
は
近

代
史
を
扱
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
自
習
書
に
ま
わ
し
て
、
古
代
史
・
近
世
史
を
対
象
と
す
る
よ

う
に
変
わ
っ
た
。

第
三
に
、
教
則
中
、
数
学
に
は
従
来
教
科
書
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
じ

め
て
、
『
小
学
数
学
書
』
と
『
代
数
学
』
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
前
教
則
（
八
年
九
月
か
ら
施
行
）
で
数
学
か
ら
分
化
・
独
立
し
た
算
術
が
廃
止
さ

れ
、
代
わ
り
に
「
算
顆
術
」
す
な
わ
ち
珠
算
の
授
業
が
設
け
ら
れ
た
。
明
治
八
年
六
月
和
算
家

の
遠
藤
利
兵
が
教
師
と
し
て
招
か
れ
て
か
ら
、
珠
算
の
授
業
が
、
筆
算
・
暗
算
と
と
も
に
本
格

的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
遠
藤
が
間
も
な
く
同
校
を
退
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
次
回
二

一
年
七
月
改
正
）
の
教
則
に
は
算
顆
術
と
い
う
科
目
は
な
い
。

第
四
に
、
一
時
非
常
に
重
視
さ
れ
た
文
学
（
旧
称
漢
学
）
・
語
学
が
つ
い
に
全
廃
さ
れ
た
。

わ
ず
か
に
、
八
年
三
月
の
改
正
で
文
学
の
授
業
の
中
で
扱
わ
れ
た
作
文
が
、
今
回
独
立
科
目
と

な
り
、
こ
の
系
統
の
科
目
を
継
承
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

第
五
と
し
て
、
新
設
科
目
が
一
つ
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ

る。

チ
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徴

と
こ
ろ
で
、
こ
の
教
則
も
、
甲
二
八
七
八
年
（
明
治
〓
）
か
ら
着
手
さ
れ
た
東
京
師
範
学

校
の
画
期
的
な
改
革
に
よ
っ
て
、
全
面
的
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
一
八
七

九
年
二
月
に
改
正
さ
れ
た
教
則
は
、
従
来
の
教
則
と
は
根
本
的
に
異
な
る
特
質
を
も
っ
た
注
目

す
べ
き
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
分
析
は
、
も
は
や
紙
幅
が
尽
き
た
の
で
、
機
会
を
改
め
て

行
な
う
こ
と
に
す
る
（
望
。

註（1）（2）（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）（11）（12）（13）（14）（15）（16）（17）（18）（19）（20）（21）（22）

拙
稿
「
露
盤
期
の
東
京
師
範
学
校
の
教
育
課
程
H
l
明
治
前
期
教
員
養
成
史
研
究
l
（
『
長
野
県

近
代
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
一
九
八
一
年
所
収
）
参
照
。

『
文
部
省
第
一
年
報
』
明
治
六
年
、
一
五
〇
丁
。

東
京
文
題
科
大
学
・
東
京
市
等
師
範
学
校
『
創
立
六
〇
年
史
』
昭
和
六
年
。

『
文
部
省
昇
一
年
報
』
明
治
六
年
、
一
五
〇
丁
。

教
則
は
、
『
朗
禦
鞘
管
京
震
学
校
沿
革
壷
』
明
治
二
二
年
牢
拘
る
。
以
下
の
教
則
も
す

べ
て
同
様
。

鮭
（
4
）
と
同
じ
。

註
（
6
）
の
中
に
み
ら
れ
る
表
現
。

註
（
3
）
の
九
ペ
ー
ジ
。

坪
井
玄
道
「
創
業
時
代
の
師
範
教
育
」
、
『
教
育
五
十
年
史
』
大
正
二
年
所
収
。

坪
井
玄
道
「
四
十
年
鮒
の
師
範
教
育
」
、
署
渓
会
『
教
育
』
　
第
三
四
四
号
　
（
東
京
市
等
師
範
学
校

創
立
四
十
周
年
記
念
号
、
明
治
四
四
年
一
〇
月
三
〇
日
所
収
。

註
（
1
）
の
六
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

註
（
6
）
よ
り
算
出
。

「
学
制
」
発
布
直
後
の
明
治
五
年
九
月
八
日
に
出
さ
れ
た
「
中
学
教
則
略
」
も
、
示
さ
れ
て
い
る

科
目
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

一
八
七
九
年
（
明
治
二
l
〇
　
二
月
の
改
正
。

明
治
七
年
二
月
に
改
正
さ
れ
た
教
則
に
お
い
て
、
「
独
見
指
定
書
」
（
つ
ま
り
独
習
書
）
　
の
中
に

『
教
導
説
』
が
あ
る
が
、
授
業
の
時
間
割
に
組
み
込
ま
れ
て
は
い
な
い
。

『
文
部
省
弟
二
年
報
』
明
治
七
年
、
三
五
五
ペ
ー
ジ
。

註
（
3
）
の
一
九
四
ペ
ー
ジ
。

註
（
6
）
の
五
ペ
ー
ジ
。

同者。
詮
（
6
）
の
一
八
ペ
ー
ジ
。

宇
田
川
準
一
『
物
理
小
意
』
明
治
一
四
年
の
緒
言
に
、
「
予
糊
キ
ニ
東
京
師
範
学
校
二
奉
職
ノ
時
、

物
理
善
ヲ
ロ
訳
シ
テ
之
ヲ
薮
生
徒
二
教
授
セ
y
ニ
校
長
諸
富
倍
澄
氏
之
ヲ
上
梓
シ
テ
物
餐
全
志
卜
名

ツ
ケ
テ
談
校
数
科
番
二
編
入
セ
ル
…
」
と
あ
る
。

東
京
師
範
学
校
「
通
則
」
第
九
条
。

但
し
、
「
学
力
優
等
ニ
シ
テ
進
歩
速
ナ
ル
者
ハ
此
限
：
ア
ラ
ス
」
　
と
但
し
春
き
が
付
い
て
い
る
。

な
お
、
同
時
に
改
正
さ
れ
た
中
学
師
範
学
科
教
則
で
は
、
修
業
年
限
が
二
年
制
か
ら
一
挙
に
三
年
半

制
に
延
長
さ
れ
た
。

そ
の
一
部
は
、
拙
稿
「
オ
ス
ウ
ィ
ー
ゴ
ー
運
動
と
東
京
師
範
学
校
の
改
革
二
八
七
九
年
）
」
、
長

野
県
短
期
大
学
『
紀
要
』
第
三
五
号
、
一
九
八
〇
年
所
収
。

（
一
九
八
二
年
八
月
）


